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 著者の研究目的は、RNA-FISH法を応用し、尿路上皮癌症例の FFPE組織から FGFR3-TACC3融合遺伝子
を検出する方法を確立することである。FGFR3 の活性型点変異は尿路上皮癌において高頻度にみられ、











 著者が採った方法は、FGFR3の exon3から 11と、TACC3の exon12から 16を認識する RNA-FISH用の
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方が利用可能な 104 例 (筋層非浸潤性膀胱癌 60 例、筋層浸潤性膀胱癌 44 例) を対象とした。さらに、












癌の中では、ステージ Taの方が T1よりも FGFR3変異が高頻度であった。FGFR3免疫染色所見に関して
は、融合遺伝子陽性症例の 75%、変異陽性症例の 88%が陽性であった。 
 
 著者は考察として、筋層非浸潤性膀胱癌の方が筋層浸潤性膀胱癌よりも FGFR3変異の頻度が高く、筋





















く膀胱癌の臨床検体からこの手法を用いて FGFR3-TACC3融合遺伝子の検出を行い、その有用性を示した。   
平成 29 年 7 月 3 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
